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発明の概要

【課題】導電性及び広帯域で光透過率の⾼いZnO薄膜を安価に得る。
【解決⼿段】成膜チャンバ10の左側(基板100と反対側)には、円筒形状のベルジャ20
が連結されている。ベルジャ20の外⾯の周囲には、その中⼼軸の周りにコイル21が巻
回されており、コイル21には、13.56MHzの⾼周波電流を流すことができる。また、
ベルジャ20内には、酸化性ガスを導⼊することができる。ベルジャ20内の中⼼軸付近
には、線状のZnソース22Aが内部に設置されたオーブン22が設けられる。オーブン
22の温度を上昇させることによって、Znソース22Aを加熱することができる。堆積⽅
向におけるコイル21のベルジャ20に対する位置は、調整が可能とされる。
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